




材表面処理を施す等）での接着性を示す（表４）。本

グレードは、PETの他、従来技術では接着性が発現し

ないPA基材に対しても高い接着強度を発現すること

ができる。PA基材は、PETと同様に包装材料として

幅広く使用されているものであり、PET、PA両基材

と接着することはラミネート生産性の点で極めて有効

であると考えられる。一方、AL、OPP、セロファン

に対してÅ@62｛侶躍４

で ｗ る 、 A ≢

グレード材はぴ表翻み
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